
國學院大學学術情報リポジトリ

日本の産業近代化と入学・就職・転職移動の計量歴
史学的研究 : 官立仙台高等工業学校を事例として

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 田村, 幸男, Tamura, Yukio

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00000354URL



― 41 ― 日本の産業近代化と入学・就職・転職移動の計量歴史学的研究

日
本
の
産
業
近
代
化
と
入
学
・
就
職
・
転
職
移
動
の
計
量
歴
史
学
的
研
究

　
　
―
官
立
仙
台
高
等
工
業
学
校
を
事
例
と
し
て
―

田
村
幸
男

　
　
　

一
、
序
論

㈠　

本
論
の
目
的

　

本
論
の
目
的
は
二
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
日
本
の
産
業
近
代
化
を
人
材

面
か
ら
支
え
た
官
立
高
等
工
業
学
校
（
以
下
「
官
立
高
工
」）
の
入
学
、

就
職
、
転
職
移
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
第
二
は
明
ら
か
に
し

た
実
態
を
分
析
し
、
日
本
の
産
業
近
代
化
過
程
に
お
け
る
国
民
の
教
育
願

望
と
国
家
の
教
育
政
策
の
間
の
相
互
作
用
を
計
量
歴
史
学
的
に
検
証
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
の
実
態
解
明
は
、
史
料
を
デ
ー
タ
化
し
計
量
的
検
証
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
。
本
論
で
は
、
最
古
参
・
大
規
模
の
官
立

高
工
で
あ
る
仙
台
高
等
工
業
学
校（
以
下「
仙
台
高
工
」）に
焦
点
を
当
て
、

一
九
二
四
～
三
七
年
度
（
一
四
年
間
）
に
入
学
し
た
二
〇
七
二
人
（
図
表

１
）
に
つ
い
て
、
毎
年
度
発
行
さ
れ
て
い
た
『
仙
台
高
等
工
業
学
校
一
覧
』

を
基
礎
史
料
に
、
氏
名
、
出
身
中
（
工
業
）
学
校
、
出
身
道
府
県
、
入
学

年
次
、
学
科
、
初
職
及
び
転
職
会
社
（
官
庁
）
名
・
業
種
・
所
在
道
府
県

を
因
子
と
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
独
自
に
構
築
し
た
（
以
下｢

仙
台
Ｄ

Ｂ｣

）。
収
録
し
た
二
〇
七
二
人
は
仙
台
高
工
に
一
九
〇
七
年
新
設
か
ら

一
九
四
五
年
敗
戦
ま
で
の
三
八
年
間
の
入
学
者
約
五
七
〇
〇
人
の
三
六
％
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に
当
た
る
。

　

仙
台
Ｄ
Ｂ
の
対
象
時
期
は
、
関
東
大
震

災
の
翌
年
か
ら
普
通
選
挙
、
満
州
事
変
等

を
経
て
日
中
戦
争
に
至
る
間
で
あ
る
。
こ

れ
以
前
の
時
期
が
、
産
業
後
進
国
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
産
業
近
代
化
に
よ
り
富
国
強
兵

を
め
ざ
し
た
時
代
と
す
れ
ば
、
本
論
の
時

期
は
、
経
済
成
長
と
不
況
を
繰
り
返
し
つ

つ
重
工
業
化
を
進
め
て
国
家
総
動
員
体
制

に
向
か
っ
た
時
期
に
当
た
り
産
業
近
代
化

は
従
前
に
増
し
て
国
家
の
最
優
先
課
題
で

あ
っ
た
。
官
立
高
工
は
学
制
上
で
は
大
学

ま
で
進
学
で
き
る
正
系
に
位
置
し
な
い
た

め
注
目
さ
れ
に
く
い
が
、
産
業
近
代
化
の

基
幹
技
術
者
を
養
成
し
た
学
校
で
、
そ
の

生
徒
が
ど
こ
か
ら
来
て
（
入
学
）、
ど
こ

へ
行
っ
た
の
か
（
初
職
・
転
職
）
は
、
国

民
が
産
業
近
代
化
＝
日
本
近
代
化
と
ど
う

関
わ
っ
た
の
か
の
典
型
例
の
ひ
と
つ
と
な

る
。

　

第
二
に
、
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
け
る
国
民

の
教
育
願
望
で
あ
っ
た
高
学
歴
を
獲
得
し
て
立
身
出
世
を
目
指
す
こ
と

と
、
国
家
の
政
策
意
図
で
あ
る
産
業
近
代
化
要
員
を
効
果
的
に
選
抜
、
教

育
し
て
全
国
に
配
置
す
る
こ
と
が
、
官
立
高
工
の
場
で
ど
の
よ
う
な
結
果

を
生
じ
た
の
か
を
検
証
す
る
。
官
立
高
工
は
理
論
中
心
の
帝
大
と
実
践
的

中
等
教
育
の
工
業
学
校
の
間
に
位
置
し
て
「
高
等
ノ
学
術
技
芸
ヲ
教
授
」

（
専
門
学
校
令
第
一
条
）す
る
こ
と
を
目
的
に「
入
学
資
格
は
中
学
校（
略
）

卒
業
」（
同
令
第
五
条
）、「
修
業
年
限
ハ
三
箇
年
以
上
」（
同
令
第
六
条
）

と
す
る
実
践
的
短
期
高
等
教
育
学
校
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
官

立
高
工
の
設
置
場
所
は
、
旧
制
高
校
が
朝
敵
と
な
っ
た
藩
の
所
在
地
に
は

当
初
ほ
と
ん
ど
置
か
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
地
元
に
財
源
負
担
を
求
め

つ
つ
も
全
国
に
分
散
配
置
さ
れ
て
地
元
の
優
秀
な
生
徒
の
入
学
誘
導
政
策

が
と
ら
れ
た
。

㈡　

官
立
高
工
の
特
質

　

官
立
高
工
は
、
学
校
と
し
て
二
つ
の
特
徴
を
持
つ
。

第
一
の
特
徴
は
、
帝
大
を
ト
ッ
プ
エ
リ
ー
ト
と
す
れ
ば
セ
カ
ン
ド
エ
リ
ー

ト
と
も
い
う
べ
き
地
位
で
あ
る
。
官
立
高
工
は
、
一
九
〇
三
年
の
専
門
学

校
令
制
定
・
実
業
学
校
令
改
正
で
制
度
的
に
確
立
さ
れ
た
実
践
的
上
級
技

術
者
養
成
の
三
年
制
短
期
高
等
教
育
学
校
で
、
当
時
は
世
界
で
類
を
見
な

図表１　年度別・学科別入学者数
年度別入学者数（人）

1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 合計
機械工学科 40 37 36 37 39 38 33 35 39 35 36 35 36 41 517 
建 築 学 科 40 37 35 34 32 31 37 35 281 
電気工学科 38 39 39 37 38 37 35 35 36 38 33 35 42 37 519 
土木工学科 41 39 37 38 39 67 65 65 65 61 60 58 53 67 755 

合計 119 115 112 112 116 142 173 172 175 168 161 159 168 180 2,072 
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い
日
本
独
特
の
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た（

1
（

。
官
立
高
工
を
含
む
近

代
学
校
の
社
会
的
役
割
は
、「
国
家
が
学
校
系
統
に
基
づ
い
て
国
民
全
般

を
振
り
分
け
、
そ
の
振
り
分
け
ら
れ
た
人
材
を
国
家
の
中
の
諸
般
の
職
業

世
界
に
配
置
す
る（

2
（

」
こ
と
に
あ
り
、「
共
通
の
教
育
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、

一
定
の
学
歴
所
有
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
階
級
や
身
分
集
団
は
、
産

業
社
会
に
特
徴
的
な
も
の（

3
（

」
で
あ
っ
た
。
学
歴
面
か
ら
見
た
官
立
高
工
の

生
徒
は
同
世
代
の
上
層
数
％（

4
（

に
属
す
る
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
官
立
高
工
卒

業
の
技
術
者
数
は
一
九
三
四
年
時
点
で
大
学
工
学
部
卒
の
三
倍
と
い
う
高

級
技
術
者
の
な
か
で
の
量
的
優
位
を
も
っ
て
い
た（

5
（

。
待
遇
面
は
、
例
え
ば

三
菱
合
資
会
社
の
一
九
二
八
年
当
時
の
初
任
給
を
見
る
と
官
立
の
「
東
京

及
各
地
方
高
等
工
業
学
校
」
は
帝
大
、
早
稲
田
、
慶
応
大
学
と
並
ぶ
「
正

員
／
七
十
五
圓
ノ
部
」に
位
置
付
け
ら
れ
、修
業
年
限
が
二
年
長
い
明
治
、

法
政
大
学
等
の
私
立
大
学
の
「
六
十
五
圓
ノ
部
」
よ
り
優
遇
さ
れ
て
い

た（
6
（

。

　

官
立
高
工
の
第
二
の
特
徴
は
、
国
民
に
と
っ
て
知
識
獲
得
の
欲
求
に
応

え
、
比
較
的
少
な
い
学
費
で
立
身
出
世
に
つ
な
が
る
学
歴
を
獲
得
で
き
る

「
手
が
届
く
高
等
教
育
学
校
」
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

学
校
系
統
図
（
図
表
２
）
は
、
戦
前
期
の
代
表
的
学
制
で
あ
る

一
九
一
九
年
大
学
令
・
高
等
学
校
令
に
よ
る
も
の
だ
が
、
大
学
卒
業
に
は

最
短
で
尋
常
小
六
年
、
中
学
四
年
修
了
、
高
校
三
年
、
大
学
三
年
、
計

一
六
年
を
要
す
る
の
に
対
し
、
専
門
学

校
は
中
学
五
年
卒
業
後
に
専
門
学
校
三

年
の
計
一
四
年
で
卒
業
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
大
学
よ
り
二
年
短
い
分
の
直
接

費
用
（
学
費
）
が
少
な
く
済
み
、
大
学

進
学
に
よ
る
放
棄
費
用
（
就
職
す
れ
ば

得
ら
れ
た
所
得
）
も
生
じ
な
い
。
更
に

全
国
各
地
に
配
置
さ
れ
た
た
め
通
学
し

や
い
と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
。

　

官
立
高
工
が
教
育
内
容
を
落
と
す
こ

と
な
く
短
期
間
で
の
高
等
教
育
を
可
能

と
し
た
背
景
に
は
、
外
国
語
の
学
術
用

語
を
体
系
的
に
日
本
語
化
し
て
教
育
に

適
用
し
た
こ
と
が
あ
り（

7
（

、
そ
の
象
徴
が

官
立
高
工
で
あ
っ
た
。
帝
大
は
外
国
語

に
よ
る
教
育
を
多
用
し
た
た
め
、
予
備

教
育
と
し
て
高
校
で
外
国
語
教
育
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
量
的
な
拡
大
は
難
し

か
っ
た
が
、
官
立
高
工
は
日
本
語
で
教

育
す
る
こ
と
で
高
校
課
程
を
省
く
こ
と

図表２　学校系統図（1919大学令・高等学校令～1943）
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が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
専
門
学
校
の
教
養
教
育
の
欠
落
を
指
摘

す
る
見
方
も
あ
る
が
、
教
養
教
育
が
す
べ
て
が
旧
制
高
校
・
帝
大
型
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
主
張
は
非
現
実
的
で
あ
る
。

　

日
本
は
明
治
以
降
の
近
代
化
の
な
か
で
、
家
計
の
障
壁
が
大
き
か
っ
た

も
の
の
学
校
選
択
と
職
業
選
択
の
幅
を
広
げ
、
国
民
は
獲
得
し
た
学
歴
に

応
じ
た
職
業
に
就
く
こ
と
で
所
属
身
分
集
団
の
上
昇
移
動
＝
立
身
出
世
を

可
能
と
し
て
い
た
。
原
純
輔
は
「
昭
和
初
期
か
ら
現
代
に
か
け
て
重
化
学

工
業
化
を
中
心
と
す
る
産
業
化
の
結
果
（
略
）
か
な
り
高
い
比
率
で
の
世

代
間
階
層
移
動
が
実
現
し
て
お
り
、
日
本
社
会
は
決
し
て
階
層
固
定
的
な

社
会
で
は
な
い
」
と
分
析
し
て
い
る（

8
（

。
日
本
独
特
の
制
度
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
官
立
高
工
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
近
代
化
と
軌
を
一
に
発
足
・
発

展
し
、批
判
は
あ
っ
た
が
、国
民
と
産
業
界
か
ら
の
評
価
は
総
じ
て
高
か
っ

た
。

㈢　

先
行
研
究

　

内
田
星
美（

9
（

は
明
治
期
を
中
心
に
技
術
者
の
分
布
に
つ
い
て
統
計
的
手
法

で
分
析
し
、
岩
内
亮
一（

（1
（

は
経
営
史
学
の
立
場
か
ら
一
四
校
の
高
工
卒
業
生

の
就
職
先
を
分
析
し
た
。
ま
た
片
岡
徳
雄
等（

（（
（

は
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
の
専
門
学
校
の
人
材
養
成
と
産
業
構
造
変
化
の
関
係
を
計
量

歴
史
社
会
学
の
立
場
で
研
究
し
本
論
に
近
い
点
が
あ
る
。
酒
井
真
一（

（1
（

は
、

広
島
高
等
工
業
学
校
一
九
二
三
～
三
〇
年
（
八
年
間
）
の
卒
業
者
八
〇
二

人
に
つ
い
て
、
初
職
及
び
一
〇
年
後
の
キ
ャ
リ
ア
の
計
量
分
析
を
行
い
、

近
年
で
は
沢
井
実（

（1
（

が
戦
前
期
の
技
術
者
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
成
果
を
提

供
し
た
。
更
に
、
坂
根
治
美
の
桐
生
高
工
の
研
究
、
橋
野
知
子
の
工
業
教

育
研
究
、
三
好
信
好
の
工
業
教
育
史
、
大
淀
昇
の
技
術
者
教
育
と
技
術
者

運
動
な
ど
本
論
に
関
連
す
る
研
究
は
主
に
教
育
史
、
経
営
史
の
分
野
で
蓄

積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
論
執
筆
に
当
た
っ
て
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
成

果
に
大
い
に
助
け
ら
れ
た
が
、
先
行
研
究
の
多
く
は
文
部
省
年
報
等
の
マ

ク
ロ
デ
ー
タ
に
依
拠
し
て
い
て
、
個
人
を
基
礎
に
し
た
系
統
的
ミ
ク
ロ

デ
ー
タ
に
よ
る
実
証
は
さ
れ
て
い
な
い
か
少
数
の
デ
ー
タ
に
止
ま
っ
て
い

る
。
菊
池
誠
一
が
「
入
学
時
の
個
票
デ
ー
タ
を
同
窓
会
名
簿
な
ど
に
基
づ

く
卒
業
後
の
状
況
と
結
び
つ
け
る
研
究
も
始
ま
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
域
を
抜
け
出
す
か
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い

る（
（1
（

」、
と
述
べ
た
状
況
は
現
在
も
大
き
な
進
展
が
な
い
。
本
論
は
仙
台
高

工
を
事
例
と
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
が
、
一
四
年
間
の
長
期
ス
パ

ン
で
個
人
を
特
定
し
て
入
学
か
ら
初
職
、
転
職
ま
で
を
継
続
し
て
追
跡
す

る
こ
と
で
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
よ
る
系
統
的
分
析
を
試
み
た
。

　

な
お
、
原
純
輔
等
に
よ
る
「
社
会
階
層
と
社
会
移
動
全
国
調
査
」（
以

下
「
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
」）
の
厖
大
な
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
の
分
析（

（1
（

を
本
論
の
対
照

デ
ー
タ
と
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
は
、
社
会
学
者
の
グ
ル
ー
プ
が
一
九
五
五
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年
以
降
一
〇
年
毎
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
戦
後
の
調
査
で
は
あ
る
が

二
〇
～
六
五
歳
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
の
父
デ
ー
タ
等
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
遡
っ
た
分
析
を
あ
る
程
度
可
能
と
し
て
い
る
。

　
　
　

二
、
入
学
―
ど
こ
か
ら
か
ら
来
た
の
か

㈠　

出
身
地
域

　

こ
の
分
析
の
狙
い
は
、
官
立
高
工
の
生
徒
構
成
が
全
国
型
か
地
元
型
か

を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

　

仙
台
Ｄ
Ｂ
の
分
析
に
当
た
っ
て
国
内
外
の
地
域
を
仙
台
高
工
か
ら
の
距

離
に
応
じ
て
、自
県（
宮
城
県
）、隣
県（
県
境
を
接
す
る
岩
手
県
等
四
県
）、

近
県
（
隣
県
の
外
周
の
北
海
道
・
茨
城
県
等
六
道
県
）、
中
距
離
県
（
近

県
以
外
の
隣
接
ブ
ロ
ッ
ク
の
東
京
府
・
神
奈
川
県
等
四
府
県
）、遠
方
県（
そ

の
他
の
三
二
府
県（

（1
（

）、
外
地
（
朝
鮮
・
台
湾
・
関
東
州
・
南
洋
諸
島
・
南

樺
太
・
満
洲
・
蒙
古
・
中
華
民
国
・
そ
の
他
）
の
六
地
域
に
区
分
し
た
。

外
地
は
実
質
的
に
植
民
地
で
あ
る
が
、
そ
の
法
的
地
位
は
内
地
編
入
、
租

借
地
、
国
家
樹
立
、
軍
事
占
領
地
な
ど
様
々
で
、
有
馬
学
が
指
摘
す
る
よ

う
に
こ
う
し
た
法
的
位
置
付
け
の
違
い
は
「
一
般
国
民
の
意
識
の
レ
ベ
ル

で
は
整
合
し
て
い
な
か
っ
た（

（1
（

」こ
と
か
ら
、本
論
で
は
デ
ー
タ
の
比
較
性
、

継
続
性
を
考
慮
し
て
統
治
形
態
、
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
外
地
と
し

た
。

　

出
身
地
域
別
の
内
訳

は
、
図
表
３
「
Ａ
仙
台

高
工
」
欄
の
と
お
り
自

県
四
六
．
四
％
、
隣
県

二
〇
．
三
％
、
近
県

一
八
．
一
％
、
中
距
離

県
五
．
六
％
、
遠
方
県

七
．
四
％
、
外
地
二
．

二
％
で
あ
る
。
自
県
と

隣
県
を
合
わ
せ
た
広
義

の
地
元
が
三
分
の
二
を

占
め
、
距
離
が
遠
く
な

る
に
応
じ
て
入
学
者
の

割
合
が
低
く
な
っ
て
い

て
、
仙
台
高
工
は
地
元

型
の
学
校
で
あ
る
こ
と

を
明
瞭
に
示
し
て
い

る
。
同
時
に
、
中
距
離

県
・
遠
方
県
・
外
地
を

図表３　出身地の区分／仙台高工と東北大学工学部の比較
出身地

1.自県

（宮城県）

2.隣県

（岩手県等
4県）

3.近県

（北海道等
6道県）

4.中距
離県

（東京府等
4府県）

5.遠方県

（32府県）

6.外地

（朝鮮等
8地域）

合計

Ａ仙台高工
（1924～1937年）

46.4％ 20.3 18.1 5.6 7.4 2.2 100%
（広義の地元66.7％） （合わせて315人、15.2％）

962人 421 374 115 154 46 2,072人

Ｂ二高・仙台医専
（1888～1911）

（東北地方）
30～70％→20Cは50％

程度で安定

Ｃ東北大学工学部
（2015年）

14.0％ 15.7 29.8 20.4 20.1 100%
（広義の地元29.7％） （合わせて40.5％）

124人 139 264 181 178 886人
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㈡　

出
身
校
（
入
学
前
学
歴
）

　

こ
の
分
析
の
狙
い

は
、
前
述
し
た
出
身
地

域
の
な
か
で
さ
ら
に
、

出
身
校
は
幅
広
く
分
布

し
て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
特
定
校
に
集
中
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
工

業
学
校
等
の
傍
系
入
学

者
が
ど
の
程
度
あ
っ
た

の
か
で
、
こ
の
こ
と
を

通
じ
て
官
立
高
工
へ
の

入
学
前
学
歴
を
見
る
。

　

仙
台
高
工
の
入
学
者

は
、
図
表
４
の
と
お
り

仙
台
一
中
と
仙
台
二
中

の
二
校
で
三
〇
．
六
％

を
占
め
特
定
学
校
の
集

中
度
が
極
め
て
高
い
。

仙
台
高
工
は
、
宮
城
県

合
わ
せ
て
一
五
．
二
％
の
入
学
者
が
あ
り
、
比
率
は
少
な
い
が
全
国
型
の

側
面
を
併
せ
持
っ
て
い
る
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
四
年
間
の
出
身
地
域
の
割
合
は
、
広
義
の
地
元
が
六
〇
～
七
〇
％
の

多
数
で
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宮
城
県
が
東
北
地
方
の
政

治
経
済
の
中
心
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
仙
台
が
東
北
帝
大
や
二
高
の
置
か

れ
た
「
学
都
」
と
し
て
教
育
面
で
も
東
北
の
中
心
地
だ
っ
た
こ
と
、
仙
台

高
工
再
設
置
時（

（1
（

の
一
九
二
〇
年
国
勢
調
査
の
宮
城
県
人
口
が
九
六
万
人
、

敗
戦
時
の
一
九
四
五
年
人
口
調
査
が
一
四
八
万
人
と
、
東
京
府
、
大
阪
府

等
六
道
府
県
に
次
ぐ
大
県
で
、
地
元
に
多
数
の
中
学
生
が
在
学
し
て
い
た

こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
る
。

　

一
方
、
東
北
大
学
調
査
に
よ
る
と
、
東
北
帝
大
系
の
旧
制
第
二
高
等
学

校
、
旧
制
仙
台
医
学
専
門
学
校
、
現
在
の
東
北
大
学
工
学
部
の
三
校
は
、

広
義
の
地
元
（
東
北
地
方
）
出
身
者
が
三
〇
～
五
〇
％
程
度
に
止
ま
っ
て

い
る
が
、
仙
台
高
工
は
七
〇
％
と
か
な
り
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。
中

距
離
県
・
遠
方
県
・
外
地
合
計
で
は
、
こ
れ
と
反
対
に
東
北
大
四
〇
．
五
％

に
対
し
仙
台
高
工
は
一
五
．
二
％
と
半
分
以
下
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
エ
リ
ー

ト
の
帝
大
系
は
全
国
か
ら
、
セ
カ
ン
ド
エ
リ
ー
ト
の
官
立
高
工
は
地
元
か

ら
生
徒
を
集
め
て
い
て
、
生
徒
の
出
身
地
域
の
範
囲
は
学
制
上
の
地
位
の

上
下
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

県名 学校名
自県

宮城県

隣県

岩手県
等4県

近県

北海道
等6道県

中距離県

東京府
等4府県

遠方県

32府県

外地

朝鮮等
8地域

合　計

1 宮城県 仙台一中 333 333
2 〃　 仙台二中 301 301
3 福島県 磐城中 44 44
4 宮城県 石巻中 40 40
5 〃　 白石中 36 36
6 〃 東北中 36 36
7 〃 東北学院中 33 33
8 福島県 相馬中 32 32
〃 宮城県 仙台工業 32 32
〃 青森県 青森中 32 32

811 76 32 919
314校 151 345 342 115 154 46 1,153

合計 324校 962 421 374 115 154 46 2,072

（小計）
　11位以下

 30.6%

（単位：人）

上
位
10
校

順位

図表４　出身中学校等別入学者数
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が
仙
台
一
中
の
校
地
校
舎
（
そ
の
後
焼
失
）
を
寄
附
し
て
設
立
さ
れ
た
た

め
、
仙
台
一
中
卒
業
生
は
そ
の
ま
ま
母
校
に
通
学
す
る
感
覚
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

上
位
一
〇
校
中
七
校
が
宮
城
県
内
の
学
校
で
、
県
外
の
学
校
は
、
福
島

県
が
四
位
と
八
位
に
、
青
森
県
が
同
順
位
の
八
位
に
、
私
立
は
東
北
学
院

中
（
仙
台
市
）
一
校
が
七
位
に
入
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

工
業
学
校
等
の
傍
系
学
校
か
ら
の
入
学
者
は
、
図
表
５
の
と
お
り
外
地

を
含
め
シ
ェ
ア
九
．
五
％
で
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
全
国
平
均
が

一
〇
％
程
度（

（1
（

な
の
で
ほ
ぼ
平
均
的
で
あ
る
。
地
元
の
公
立
名
門
中
が
高
い

シ
ェ
ア
を
占
め
る
中
で
英
語
等
の
基
礎
学
力
面
で
不
利
な
工
業
学
校
生
徒

が
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

三
、
就
職

㈠　

初
職

（
一
）
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
っ
た
か

　

こ
の
分
析
の
狙
い
は
、
前
述
の
出
身
地
域
分
析
を
発
展
さ
せ
て
、
卒
業

後
に
ど
こ
へ
就
職
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究

の
多
く
は
、
入
学
分
析
と
就
職
分
析
を
別
個
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
入
学

移
動
と
就
職
移
動
を
連
関
で
き
て
い
な
い
が
、
本
論
で
は
独
自
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
可
能
と
し
た
。就
職
地
域
の
分
析
は
、

学
校
の
指
導
が
行
わ
れ
る
卒
業
時
の
「
初
職
」
と
、
そ
の
後
に
学
校
の
媒

介
な
し
に
行
わ
れ
る
「
転
職
」
を
分
け
て
見
る
必
要
が
あ
り
、
ま
ず
初
職

就
職
地
域
と
出
身
地
域
と
の
相
関
を
分
析
し
た
の
が
図
表
６
、
そ
の
年
度

別
推
移
が
図
表
７
で
あ
る
。

　

仙
台
高
工
卒
業
生
の
初
職
時
の
就
職
地
域
は
東
京
中
心
の
中
距
離
県

（
五
九
七
人
、
二
八
．
八
％
）
が
ト
ッ
プ
で
、
そ
の
う
ち
宮
城
県
出
身
者

が
半
数
近
く
を
占
め
る
。
二
位
は
大
阪
中
心
の
遠
方
県
（
三
〇
七
人
、

一
四
．
八
％
）
で
、
そ
の
う
ち
宮
城
県
出
身
者
は
四
〇
％
近
い
。
三
位
は

朝
鮮
・
満
洲
・
南
樺
太
な
ど
の
外
地
（
二
九
三
人
、
一
四
．
一
％
）
で
、

宮
城
県
出
身
者
が
過
半
数
を
占
め
る
。
宮
城
県
出
身
者
の
多
く
が
初
職
に

図表５　傍系入学者
出身地 入学者数 比率

傍
系
入
学
者

人 ％

外
地

朝鮮 12 0.6 
台湾 2 0.1 
関東州 1 0.0 
南樺太 29 1.4 
満洲 2 0.1 
小計 46 2.2 

内
地

工業学校 124 6.0 
商業学校 7 0.3 
農業学校 3 0.1 
専検 15 0.7 
その他 1 0.0 
小計 150 7.2 

合計 196 9.5 
正系入学者 1,876 90.5 
入学者合計 2,072 100.0 
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地
元
で
は
な
く
東
京
、
大
阪
、
外
地

を
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的

で
、
特
に
外
地
に
多
数
就
職
し
て
い

る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

外
地
へ
の
就
職
に
つ
い
て
、
町
田

祐
一
は
一
九
三
〇
年
代
の
満
洲
へ
の

就
職
が
「
内
地
で
は
求
め
ら
れ
な
い

体
力
や
専
門
性
、
そ
し
て
覚
悟
を
要

す
る
も
の（

11
（

」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る

が
、
沢
井
実
は
一
九
三
四
年
当
時
の

日
本
人
技
術
者
総
数
六
万
三
六
五
〇

人
中
、
そ
の
八
．
五
％
に
当
た
る

五
四
〇
〇
人
が
外
地
勤
務
だ
っ
た
と

指
摘
し
て
い
る（

1（
（

。仙
台
高
工
の
場
合
、

初
職
時
に
朝
鮮
一
〇
五
人
、
満
洲

九
六
人
な
ど
全
体
の
一
四
．
一
％
に

当
た
る
二
九
三
人
が
外
地
に
就
職
し

て
お
り
、
沢
井
の
指
摘
を
更
に
超
え

る
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

　

初
職
地
域
の
年
次
別
推
移
を
分
析

出身地
1.自県

（宮城県）
2.隣県

（岩手県
等4県）

3.近県
（北海道等

6道県）

4.中距離県
（東京府等

4府県）

5.遠方県
（大阪府等

32府県）

6.外地
（朝鮮等

8地域）
合計

（
順
位
）

就
職
地
域
（
初
職
）

1.自県 177 40 29 6 6 258
2.隣県 58 40 18 4 4 124
3.近県 100 41 82 7 6 236
4.中距離県 242 126 103 63 49 14 597 ①
5.遠方県 115 63 53 17 51 8 307 ②
6.外地 159 53 40 5 20 16 293 ③
7.死亡 10 5 4 1 1 21
8.応召 12 12 6 1 5 1 37
9.不明 89 41 39 11 12 7 199

合計 962 421 374 115 154 46 2,072 

図表６　入学移動（出身地）と初職移動（就職地）の相関

図表７　就職地域（初職）の年度別構成比の推移（％）

入学年度
7.その他（応召・不明等）10.9 13.0 12.5 13.4 19.0 11.3 16.2 11.0 7.4 7.1 8.1 10.7 7.7 26.1
6.外地（朝鮮等） 4.2 8.7 11.6 10.7 7.8 8.5 9.2 22.1 17.1 11.3 14.3 17.6 22.0 22.8
5.遠方県（大阪府等） 17.6 10.4 12.5 13.4 8.6 15.5 14.5 19.8 20.6 22.0 19.9 8.8 13.1 7.2
4.中距離県（東京等） 30.3 26.1 26.8 20.5 23.3 21.8 23.7 20.9 29.1 33.9 29.2 42.8 36.3 32.8
3.近県（北海道等） 12.6 12.2 8.9 15.2 11.2 12.0 16.2 7.6 10.9 10.7 18.6 8.8 10.1 6.1
2.隣県（岩手県等） 7.6 10.4 4.5 8.0 8.6 14.1 8.1 4.7 6.3 5.4 5.0 1.9 3.6 0.0
1.自県（宮城県） 16.8 19.1 23.2 18.8 21.6 16.9 12.1 14.0 8.6 9.5 5.0 9.4 7.1 5.0
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し
た
図
表
７
を
見
る
と
、
地
元
（
自
県
、
隣
県
、
近
県
）
の
割
合
が

一
九
二
九
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
と
な
る
の
に
対
し
、
東
京
中
心
の
中

距
離
県
と
外
地
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。
特
に
外
地
は
、
一
九
二
四
年
（
四
．

二
％
）
か
ら
一
四
年
後
の
一
九
三
七
年
に
は
五
倍
増
（
二
二
．
八
％
）
し

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
重
化
学
工
業
化
の
進
展
に
応
じ
て
、
東
京
等

の
工
業
地
帯
と
外
地
で
大
量
の
技
術
者
が
必
要
と
な
り
、
仙
台
高
工
卒
業

生
が
産
業
の
発
展
と
国
家
政
策
に
呼
応
し
た
初
職
地
の
選
択
を
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
二
）
ど
ん
な
職
業
に
就
い
た
か

　

こ
の
分
析
は
、
初
職
時
の
職
種
選
択
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
前
述

の
場
の
移
動
と
合
わ
せ
て
初
職
時
に
お
け
る
就
職
行
動
を
立
体
的
に
把
握

す
る
も
の
で
あ
る
。
職
種
を
、
官
公
吏（

11
（

、
民
間
企
業
、
学
校
教
職
員
、
軍

人
、
軍
工
廠
等
、
応
召
、
自
営
、
学
生
、
死
亡
、
不
明
に
一
〇
区
分
し
、

そ
の
構
成
比
の
推
移
を
分
析
し
た
の
が
図
表
８
で
あ
る
。

　

昭
和
恐
慌
期
の
一
九
二
九
年
は
官
公
吏
（
五
五
．
六
％
）
が
民
間
企
業

（
二
一
．
八
％
）
の
二
倍
以
上
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
一
年
満
州
事
変
後

は
景
気
回
復
と
と
も
に
民
間
企
業
の
採
用
が
盛
ん
と
な
り
一
九
三
七
年
に

は
官
公
吏
（
二
五
．
〇
％
）
と
民
間
企
業
（
三
八
．
九
％
）
の
割
合
が
逆

転
し
て
い
る
。
現
在
も
不
況
期
に
公
務
員
志
望
が
増
え
て
好
況
時
に
民
間

就
職
が
増
加
す
る
の
と
同
じ
傾
向
と
言
え
よ
う
。
法
文
系
大
学
生
は
、

図表８　職種（初職）の推移
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一
九
一
九
年
頃
の
大
戦
後
不
況
、
一
九
二
七
年
頃
の
金
融
恐
慌
、

一
九
三
〇
年
頃
の
昭
和
恐
慌
の
時
期
に
は
深
刻
な
就
職
難
に
見
舞
わ
れ
た

が
、
仙
台
高
工
卒
業
生
は
さ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
就
職

し
て
い
て
、
技
術
系
の
就
職
強
さ
を
見
せ
て
い
る
。
官
公
吏
と
民
間
企
業

を
合
わ
せ
た
俸
給
生
活
者
（
以
下
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」）
の
割
合
は

七
〇
％
程
度
で
推
移
し
て
い
て
、
実
践
的
で
あ
る
と
同
時
に
エ
リ
ー
ト
技

術
者
で
も
あ
っ
た
仙
台
高
工
卒
業
生
は
、
官
公
吏
か
民
間
か
と
い
う
選
択

よ
り
は
、
ま
ず
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
が
鮮
明
で
あ
る
。

　

坂
根
治
美
に
よ
れ
ば
、
官
立
桐
生
高
工
教
員
が
一
九
二
五
年
に
全
国

一
五
高
工
、
一
六
九
九
人
の
就
職
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
五
割
余
が

会
社
、
三
割
余
が
官
公
吏
に
な
っ
て
お
り（

11
（

、
桐
生
高
工
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

率
八
割
は
仙
台
高
工
の
七
割
と
ほ
ぼ
同
様
で
い
ず
れ
も
高
い
割
合
を
示
し

て
い
る
。

　

中
村
牧
子
が
一
九
六
五
～
九
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
を
使
っ
て
行
っ
た

一
九
一
六
～
四
五
年
に
初
職
に
就
い
た
コ
ー
ホ
ー
ト
の
学
歴
分
析
で
は（

11
（

、

専
門
学
校
を
含
む
「
後
期
中
等（

11
（

」
の
初
職
時
の
規
模
・
職
種
は
「
官
公
専

門
・
管
理
」「
大
専
門
・
管
理
」（
大
は
大
企
業
の
意
）
が
上
位
を
占
め
る

の
に
対
し
、
中
学
校
・
工
業
学
校
の
「
前
期
中
等
」
は
「
大
事
務
」「
官

公
事
務
」
が
上
位
で
か
な
り
違
う
傾
向
を
示
し
、
大
学
の
「
高
等
」
は
「
官

公
専
門
・
管
理
」「
大
専
門
・
管
理
」
が
上
位
で
「
後
期
中
等
」
と
同
様

の
傾
向
で
あ
る
。

　

技
術
者
の
学
歴
と
地
位
の
関
係
を

一
九
三
〇
年
の
文
部
省
調
査
で
見
る

と
、
図
表
９
の
と
お
り
大
学
工
学
部

卒
は
技
師
以
上
と
技
手
が
半
々
、
工

業
専
門
学
校
卒
は
技
手
中
心
、
工
業

学
校
卒
は
技
手
と
職
工
、
高
小
卒
は

大
半
が
職
工
で
、
学
歴
と
地
位
が
極

め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

学
歴
を
獲
得
し
て
そ
れ
に
相
応
し

い
職
に
就
く
こ
と
が
、
階
層
の
上
昇

移
動
＝
立
身
出
世
を
可
能
と
す
る
有

効
な
手
段
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
　

四
、
転
職

㈠　

在
職
年
数
と
転
職
回
数

　

転
職
移
動
は
、
学
校
を
介
さ
ず
に
行
わ
れ
る
た
め
初
職
移
動
と
は
前
提

条
件
が
異
な
り
、
両
者
は
区
分
し
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
分
析

学歴／地位 技師以上 技手 職長 職工 その他
％ ％ ％ ％ ％

大学工学部 46.7 52.6 0.7
工業専門学校 16.7 77.8 5.5

工業学校 4.2 55.1 5.8 33.2 1.7
高等小学校 0.2 3.2 6.5 88.5 1.6

「会社工場従業員学歴調査報告」（文部省実業学務局調査室、
1930年６月現在）のうち、準公的企業である「特別工場」（東京
瓦斯株式会社、大同電力株式会社、日本鋼管株式会社電気製鉄
所等11社）から筆者が作成。

図表９　学歴と地位の関連
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を
通
じ
て
、
入
学
前
の
出
身
学
校
か
ら
入
学
、
初
職
移
動
、
転
職
移
動
を

通
貫
し
た
官
立
高
工
生
の
動
向
が
把
握
で
き
る
。

　

在
職
年
数
階
級
別
の
転
職
回
数
を
分
析
し
た
の
が
図
表
10
で
、
在
職
二

年
目
ま
で
の
転
職
者
は
一
〇
％
に
満
た
な
い
が
、
三
年
目
に
一
気
に

五
〇
％
近
く
に
急
増
し
、
四
年
目
以
降
は
転
職
二
回
が
二
割
程
度
に
増
加

し
、
転
職
な
し
が
四
〇
％
前
後
で
大
き
な
変
動
は
な
い
。
つ
ま
り
、
初
職

後
二
年
間
は
初
め
に
就
職
し
た
会
社
等
で
勤
務
し
、
三
年
目
に
な
る
と
半

数
く
ら
い
が
一
回
目
の
転
職
を
し
、
五
年
目
頃
に
二
〇
％
位
が
三
回
目
の

転
職
を
し
て
そ
れ
以
降
は
あ
ま
り
転
職
し
な
い
。
一
回
も
転
職
し
な
い
者

が
四
〇
％
前
後
で
最
も
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　

酒
井
真
は
、
広
島
高
工
の
一
九
二
三
～
三
〇
年
（
八
年
間
、
八
〇
二
人
）

の
転
職
率
を
調
査
し
「
全
体
で
見
れ
ば
二
五
％
以
上
の
者
が
転
職
を
経

験（
11
（

」と
述
べ
て
い
る
が
、仙
台
高
工
の
転
職
率
は
広
島
高
工
の
二
倍
近
い
。

一
方
最
近
の
動
向
は
、
初
職
後
三
年
以
内
の
離
職
者
が
三
一
．
九
％
で
、

近
年
は
ほ
ぼ
三
〇
％
台
で
推
移
し
て
い
る
（
厚
生
労
働
省
「
新
規
大
学
卒

業
者
の
離
職
状
況
／
二
〇
一
三
年
三
月
卒
業
者
」）。
戦
前
の
仙
台
高
工
の

三
年
目
転
職
率
五
〇
％
弱
は
、
当
時
の
他
校
と
の
比
較
で
も
、
ま
た
現
在

の
三
年
目
離
職
状
況
と
の
比
較
に
お
い
て
も
か
な
り
高
い
率
を
示
し
て
い

る
が
、
こ
の
主
因
は
次
に
述
べ
る
還
流
移
動
（
Ｕ
タ
ー
ン
）
が
多
い
こ
と

に
あ
っ
た
。

図表10　在職年数と転職回数の構成比（％）
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㈡　

還
流
移
動
（
Ｕ
タ
ー
ン
）
と
外
地
へ
の
転
職

　

図
表
11
︲
１
・
２
は
、
初
職
時
と
転
職
後
の
就
職
地
域
の
人
数
を
対
比

し
て
分
析
し
た
も
の
で
、
大
き
な
変
化
を
み
せ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。

　

ま
ず
、
図
表
11
︲
１
で
初
職
時
を
見
る
と
、
宮
城
県
出
身
の
卒
業
生
の

県
内
就
職
は
四
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
四
分
の
三
は
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪

の
大
都
市
や
朝
鮮
、
満
洲
等
の
外
地
に
就
職
す
る
「
出
超
」
と
な
っ
て
い

て
、
隣
県
の
岩
手
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
県
の
出
身
者
も
同
傾
向
で
あ
る
。

逆
に
、
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪
、
朝
鮮
、
満
洲
は
出
身
者
を
は
る
か
に
超

え
る
就
職
者
を
受
け
入
れ
る
「
入
超
」
状
態
に
あ
る
。
一
方
、
図
表
11
︲

２
は
転
職
後
の
状
況
を
分
析
し
た
も
の
で
、
初
職
時
と
様
相
が
一
変
し
て

い
る
。
転
職
後
の
累
計
在
職
者
の
平
均
は
初
職
時
の
二
．
五
倍
な
の
で
こ

れ
以
上
の
倍
率
の
道
府
県
・
地
域
に
は
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
る
増
加
が
あ
っ
た

と
見
る
と
、
宮
城
県
が
平
均
の
二
倍
以
上
の
五
．
二
倍
で
、
福
島
県
四
．

五
倍
、
朝
鮮
三
．
八
倍
と
続
く
。
北
海
道
は
初
職
時
を
ほ
ぼ
維
持
し
、
大

都
市
工
業
地
帯
の
東
京
・
神
奈
川
・
大
阪
は
一
．
六
～
一
．
七
倍
と
初
職

時
を
割
り
込
ん
で
い
る
。
転
職
後
の
状
況
は
、
国
の
技
術
者
配
置
政
策
の

意
図
と
は
異
な
る
Ｕ
タ
ー
ン
現
象
が
起
き
、
大
都
市
の
工
業
地
帯
、
朝
鮮

を
除
く
外
地
の
就
職
者
は
初
職
時
か
ら
減
少
し
た
。

　

中
川
聡
史
は
一
九
二
〇
～
三
〇
年
の
人
口
移
動
に
つ
い
て
、
戦
後
に
く

図表11-2　道府県別出身者数と在職者数（転職を含む累積）

図表11-1　道府県別出身者数と在職者数（初職）
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ら
べ
県
境
を
越
え
て
の
移
動
は
限
定
的
で
、
東
京
や
大
阪
へ
の
人
口
移
動

は
戦
後
に
比
べ
少
な
い
と
い
う
が（

11
（

、
仙
台
高
工
の
就
職
移
動
は
中
川
の
指

摘
と
は
異
な
り
、
初
職
時
、
転
職
時
と
も
多
数
が
県
境
を
越
え
て
移
動
し

て
い
る
。

㈢　

長
期
在
職
者
と
多
数
回
の
転
職

　

こ
の
分
析
で
は
、官
立
高
工
生
徒
の
就
職
が
終
身
雇
用
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
転
職
を
繰
り
返
す
傾
向
に
あ
っ
た
の
か
を
見
る
。

　

仙
台
Ｄ
Ｂ
の
最
長
在
職
者
は
一
九
二
四
年
入
学
者
（
一
四
年
間
）
の

六
八
人
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
一
度
も
転
職
し
な
か
っ
た
長
期
在
職
者
は

二
九
人
（
四
二
．
六
％
）
い
る
。
調
査
期
間
が
全
生
涯
に
及
ん
で
い
な
い

こ
と
か
ら
本
論
で
は
終
身
雇
用
と
呼
ば
ず
長
期
在
職
者
と
し
た
。

　

長
期
在
職
者
の
職
種
は
官
公
吏
一
六
人
（
内
務
省
土
木
事
務
所
、
鉄
道

局
、
東
京
府
県
市
・
樺
太
庁
ほ
か
）、
民
間
企
業
一
二
人
（
製
鉄
、
私
鉄
、

建
設
、
機
械
、
電
力
ほ
か
）、
教
職
員
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
教
職
員
を

含
む
官
公
吏
等
が
六
割
、
民
間
企
業
が
四
割
で
全
員
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

あ
る
。
長
期
在
職
者
の
就
職
先
道
府
県
は
、
宮
城
県
一
〇
人
、
岩
手
県
・

福
島
県
各
四
人
、
茨
城
県
二
人
、
北
海
道
・
青
森
県
・
山
形
県
・
群
馬
県
・

新
潟
県
・
長
野
県
・
佐
賀
県
・
樺
太
各
一
人
で
、
地
元
就
職
（
自
県
・
近

隣
県
）
が
四
分
の
三
を
占
め
る
。

一
方
、同
じ
一
四
年
間
に
三
回
以
上
転
職
し
た
者
は
一
四
人（
二
〇
．六
％
）

と
長
期
在
職
者
の
半
分
程
度
で
、
転
職
回
数
別
で
は
六
回
一
人
、
五
回
一

人
、
四
回
二
人
、
三
回
一
〇
人
で
あ
る
。
最
多
の
六
回
転
職
の
Ａ
氏
は
宮

城
県
の
私
立
中
学
校
出
身
で
土
木
工
学
科
に
現
役
入
学
、
卒
業
後
直
ち
に

関
東
水
電
（
東
京
）
二
年
→
東
京
発
電
（
東
京
）
二
年
→
東
田
川
郡
電
気

組
合
（
山
形
）
二
年
→
呉
市
役
所
（
広
島
）
一
年
→
電
気
化
学
工
業
（
東

京
）
六
年
→
東
洋
金
属
（
山
口
）
一
年
と
、
土
木
科
出
身
な
が
ら
電
気
関

係
の
民
間
企
業
中
心
に
全
国
を
転
職
し
、
宮
城
県
に
は
一
度
も
戻
っ
て
い

な
い
。

　

転
職
五
回
の
Ｂ
氏
は
、
宮
城
県
の
公
立
中
学
出
身
で
電
気
工
学
科
に
現

役
入
学
、
卒
業
後
直
ち
に
応
召
／
高
田
歩
兵
第
三
十
連
隊
（
新
潟
）
三
年

→
仙
台
市
土
木
部
（
宮
城
）
三
年
→
東
京
市
電
気
水
道
事
業
所
（
東
京
）

一
年
→
仙
台
市
電
気
水
道
事
業
部
（
宮
城
）
二
年
→
朝
鮮
合
同
電
気
（
朝

鮮
）
五
年
と
官
公
吏
又
は
公
的
企
業
を
転
職
、
そ
の
間
に
宮
城
県
に
は
二

回
、
合
わ
せ
て
五
年
勤
務
し
て
い
る
。

　

転
職
四
回
の
Ｃ
氏
は
、
宮
城
県
の
公
立
中
学
校
出
身
で
機
械
工
学
科
に

現
役
入
学
、
卒
業
後
直
ち
に
陸
軍
技
術
本
部
（
東
京
）（
応
召（

11
（

／
鉄
道
連

隊
→
復
職
）
六
年
→
逓
信
省
航
空
機
関
生
（
東
京
）
二
年
→
満
洲
航
空
工

場
（
満
洲
）
四
年
→
中
華
航
空
工
業
（
東
京
）
二
年
と
、
航
空
関
係
中
心

に
東
京
圏
と
満
洲
を
転
職
し
て
い
る
が
、
宮
城
県
に
は
一
度
も
戻
っ
て
い
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な
い
。

　

同
じ
く
四
回
の
Ｄ
氏
は
、
静
岡
県
の
公
立
中
学
校
出
身
で
土
木
工
学
科

に
現
役
入
学
、
卒
業
後
直
ち
に
内
務
省
名
古
屋
土
木
出
張
所
（
愛
知
）
一

年
→
満
洲
国
交
通
部
（
満
洲
）
一
年
→
内
務
省
木
曽
川
上
流
改
良
事
務
所

（
岐
阜
）
等
五
年
→
満
洲
国
交
通
部
（
満
洲
）
七
年
と
、
勤
務
は
す
べ
て

土
木
系
の
公
的
職
場
で
、出
身
地
の
静
岡
県
周
辺
の
ほ
か
満
洲
に
二
度（
通

算
八
年
）
在
職
し
て
い
る
。

　

長
期
在
職
者
が
地
元
中
心
に
勤
務
し
て
い
る
の
に
対
し
、
転
職
回
数
の

多
い
四
人
は
一
人
を
除
き
宮
城
県
に
一
度
も
在
職
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
中

で
三
人
が
外
地
に
長
期
間
勤
務
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
長
期
在

職
者
全
員
が
地
元
中
心
で
あ
る
理
由
と
し
て
「
長
男
」「
家
業
を
継
ぐ
」

な
ど
の
言
葉
が
浮
か
び
、
次
項
の
卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
同
様
の
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、史
料
や
統
計
に
よ
る
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

戦
前
期
は
、
景
気
動
向
に
よ
っ
て
長
期
雇
用
が
多
か
っ
た
時
期
と
、
条

件
に
応
じ
て
容
易
に
転
職
し
た
時
期
と
が
あ
っ
た
が
、
仙
台
高
工
卒
業
生

の
転
職
回
数
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。

　
　
　

五
、
卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

計
量
分
析
を
補
完
す
る
た
め
、
卒
業
生
の
Ｅ
、
Ｆ
両
氏
に
二
〇
一
六
年

一
二
月
仙
台
市
内
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
快

く
応
じ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

　

Ｅ
氏
は
、
一
九
二
五
年
に
仙
台
市
で
男
三
人
女
一
人
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
現
在
九
一
歳
。
仙
台
高
工
へ
の
入
学
者
が
最
も
多
い
仙
台
一
中
出
身

で
、
病
弱
な
た
め
小
学
校
で
一
年
留
年
、
中
学
卒
業
後
の
受
験
時
も
体
調

を
崩
し
て
一
年
浪
人
し
、
二
年
遅
れ
て
敗
戦
前
年
の
一
九
四
四
年
に
仙
台

高
工
か
ら
校
名
変
更
し
た
ば
か
り
の
仙
台
工
業
専
門
学
校
（
以
下
「
仙
台

工
専
」）
電
気
科
（
校
名
変
更
時
に
電
気
工
学
科
→
電
気
科
に
学
科
名
も

変
更
）
に
入
学
し
た
。

　

仙
台
一
中
は
自
由
な
校
風
で
ゲ
ー
ト
ル
も
巻
か
ず
に
下
駄
履
き
通
学
し

て
い
た
が
、
同
校
と
並
ん
で
仙
台
高
工
へ
の
入
学
者
が
多
い
仙
台
二
中
は

軍
関
係
者
の
子
弟
が
多
く
厳
格
な
校
風
だ
っ
た
。
中
学
時
代
か
ら
物
理
が

好
き
で
電
気
に
興
味
が
あ
っ
た
た
め
、
二
高
な
ど
他
校
を
受
験
す
る
こ
と

な
く
仙
台
工
専
を
受
験
し
た
。
同
期
生
は
、
学
力
の
点
で
二
高
で
は
な
く

工
専
に
し
た
者
、
家
計
を
考
え
る
と
大
学
進
学
は
困
難
な
者
、
工
専
は
徴

兵
猶
予
が
あ
る
の
で
文
系
志
望
を
変
更
し
た
者
な
ど
様
々
な
志
望
理
由
の

者
が
お
り
、
ま
た
浪
人
生
も
少
な
か
ら
ず
い
て
、
入
試
倍
率
は
一
〇
倍
を

超
え
て
い
た
。

　

授
業
は
併
設
の
工
業
教
員
養
成
所
の
生
徒
と
合
同
で
、
約
九
〇
人
が
一

緒
に
受
講
し
た
。
二
年
生
か
ら
勤
労
動
員
に
な
る
た
め
、
一
年
生
は
土
曜
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日
を
含
め
毎
日
八
時
間
、
講
義
・
実
験
・
実
習
・
製
図
の
授
業
が
び
っ
し

り
と
あ
っ
た
。筆
者
が
Ｅ
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

土
木
科
も
「
三
ヶ
年
分
を
一
ヶ
年
で
や
る
方
針
で
連
日
詰
め
込
み
勉
強
を

強
制（

11
（

」
さ
れ
て
お
り
、
一
年
生
の
「
詰
め
込
み
」
は
、
戦
時
対
応
と
し
て

仙
台
高
工
全
体
で
と
ら
れ
た
教
育
方
針
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

二
年
生
か
ら
四
班
に
分
か
れ
て
勤
労
動
員
と
な
り
、
茨
城
県
結
城
の
鐘

淵
工
場
に
行
っ
た
。
敗
戦
後
は
九
月
に
授
業
再
開
さ
れ
た
が
、
休
講
や
食

糧
難
で
一
年
間
は
ほ
と
ん
ど
ブ
ラ
ン
ク
状
態
だ
っ
た
。

　

卒
業
後
は
、
長
男
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
元
で
の
就
職
を
希
望
し
東
北
電

力
に
入
社
し
た
。
は
じ
め
は
配
電
関
係
の
担
当
だ
っ
た
が
、
体
調
悪
化
で

し
ば
ら
く
休
ん
だ
後
は
通
信
関
係
に
異
動
し
た
た
め
内
容
が
違
う
仕
事
に

戸
惑
っ
た
。
以
後
は
、
仙
台
を
中
心
に
退
職
ま
で
同
社
に
勤
務
し
た
。

　

ま
た
Ｆ
氏
は
、
Ｅ
氏
の
一
学
年
後
輩
（
年
齢
は
三
歳
下
）
で
、

一
九
二
八
年
仙
台
市
で
男
三
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
現
在
八
八

歳
。
戦
時
中
に
新
設
さ
れ
た
市
立
仙
台
中
学
の
第
二
期
生
で
、
敗
戦
直
前

の
一
九
四
五
年
に
仙
台
工
専
化
学
工
業
科
（
仙
台
高
工
時
代
の
工
業
化
学

科
か
ら
名
称
変
更
）
に
現
役
で
入
学
し
た
。
市
立
仙
台
中
は
、
校
長
の
方

針
で
周
辺
の
学
校
が
英
語
授
業
を
縮
小
・
廃
止
す
る
中
で
も
、
東
京
高
師

を
卒
業
し
た
て
の
教
員
に
よ
っ
て
「
聴
き
・
話
す
」
英
語
教
育
が
行
わ
れ
、

そ
こ
で
培
わ
れ
た
英
語
力
が
戦
後
の
進
駐
軍
と
の
仕
事
で
随
分
と
役
に

立
っ
た
。
ま
た
、
仙
台
工
専
の
教
員
が
化
学
を
教
え
に
来
て
く
れ
て
興
味

を
持
た
せ
る
授
業
を
し
て
く
れ
た
。
仙
台
工
専
が
ガ
ソ
リ
ン
に
代
わ
る
航

空
燃
料
と
し
て
ヒ
バ
を
使
う
研
究
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
戦
時
特
有
の

航
空
界
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
て
、
仙
台
工
専
を
志
望
し
他
校
は
受
験
し
て
い

な
い
。

　

入
学
し
て
す
ぐ
に
勤
労
動
員
と
な
り
、授
業
は
七
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

敗
戦
は
学
校
の
講
堂
で
「
玉
音
放
送
」
を
聞
い
て
知
っ
た
が
、
当
日
の
午

前
は
通
常
授
業
が
あ
り
、
市
内
で
は
軍
の
一
部
が
「
降
伏
反
対
」
の
ビ
ラ

を
飛
行
機
か
ら
撒
い
た
り
し
た
も
の
の
、
翌
日
も
時
間
割
通
り
に
授
業
が

行
わ
れ
た
。

　

学
級
総
代
で
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
授
業
を
皆
勤
し
、
三
年
間
の
全
時
間

割
を
記
録
し
て
い
た
。
Ｅ
氏
が
記
憶
す
る
「
一
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
状
態
」

と
Ｆ
氏
の
授
業
記
録
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
学
年
、
学
科
が
違
え
ば

授
業
へ
の
取
り
組
み
に
相
違
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
仙
台
工
専
は
空
襲
を
逃

れ
て
校
舎
が
残
っ
た
た
め
敗
戦
後
は
直
ち
に
授
業
再
開
で
き
た
が
、
か
な

り
の
生
徒
は
自
宅
、
下
宿
等
が
被
災
し
校
内
の
柔
道
場
等
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
、
外
地
の
学
校
か
ら
の
引
き
揚
げ
、
復
員
軍
人
の

復
学
、
編
入
学
等
が
あ
っ
て
混
乱
し
た
。

　

卒
業
後
は
長
男
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
業
化
学
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

家
業
の
洋
服
店
を
継
ぎ
、
進
駐
軍
関
係
の
仕
事
を
は
じ
め
と
し
て
事
業
の
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拡
大
を
図
り
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
洋
服
店
に
育
て
上
げ
た
。

　

Ｅ
氏
は
、
仙
台
一
中
出
身
で
、
卒
業
後
は
直
ち
に
地
元
大
手
企
業
で
あ

る
東
北
電
力
に
技
術
者
と
し
て
就
職
し
、
退
職
ま
で
社
内
異
動
は
あ
っ
て

も
会
社
を
変
わ
る
こ
と
な
く
定
年
ま
で
勤
務
す
る
と
い
う
、仙
台
高
工（
工

専
）
卒
業
生
の
典
型
的
な
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
い
る
。
一
方
Ｆ
氏
は
、
長
男

と
い
う
こ
と
で
仙
台
工
専
で
受
け
た
教
育
内
容
と
は
ま
っ
た
く
異
質
の
洋

服
店
（
家
業
）
の
仕
事
に
就
い
た
。
仙
台
高
工
卒
業
後
に
自
営
し
た
者
は

一
四
年
間
を
通
じ
て
〇
．
二
％
な
の
で
Ｆ
氏
は
特
異
な
例
で
あ
る
。
た
だ

し
Ｅ
氏
に
よ
れ
ば
、
仙
台
工
専
卒
業
後
に
文
系
大
学
に
進
学
し
た
者
が
同

期
に
約
一
〇
人
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　

六
、
ま
と
め

　

第
一
に
官
立
高
工
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
官
立
高
工
は
、
学
制
、
本
人

の
意
識
、
社
会
の
受
容
の
い
ず
れ
の
面
で
も
、
帝
大
に
次
ぐ
、
私
立
大
と

同
等
な
い
し
そ
れ
以
上
の
存
在
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
官
立
高
工
の
学
歴

が
所
属
階
層
の
決
定
に
出
身
階
層
以
上
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て

い
た
。
こ
の
こ
と
は
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
の
分
析

で
デ
ー
タ
的
に
も
確
認
で
き
た
。

　

第
二
に
「
入
学
＝
ど
こ
か
ら
来
た
か
」
で
あ
る
。

　

仙
台
高
工
は
、
自
宅
通
学
可
能
な
仙
台
一
中
、
二
中
か
ら
の
入
学
者

（
三
〇
％
）
を
含
め
て
広
義
の
地
元
出
身
者
が
七
〇
％
を
占
め
る
地
元
型

の
学
校
で
あ
る
。
地
元
率
七
〇
％
は
、
帝
大
系
の
旧
制
二
高
、
仙
台
医
専
、

現
在
の
東
北
大
工
学
部
の
三
〇
～
五
〇
％
よ
り
も
相
当
に
高
い
。
同
時
に

遠
隔
地
等
か
ら
の
入
学
者
が
一
五
％
程
度
あ
り
割
合
は
多
く
な
い
が
全
国

型
の
側
面
も
持
っ
て
い
て
、
こ
の
傾
向
は
全
期
間
（
一
四
年
間
）
で
大
き

な
変
動
が
な
い
。

　

国
民
の
側
か
ら
み
た
仙
台
高
工
は
、
身
近
な
場
で
高
等
教
育
を
受
け
ら

れ
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
就
職
を
す
る
こ
と
で
階
層
上
昇
＝
立
身
出
世
を

可
能
に
す
る
「
手
が
届
く
」
価
値
あ
る
学
校
で
あ
っ
た
。
一
方
、
国
家
か

ら
み
れ
ば
ト
ッ
プ
・
エ
リ
ー
ト
は
全
国
か
ら
、
セ
カ
ン
ド
・
エ
リ
ー
ト
は

地
元
か
ら
必
要
人
材
を
獲
得
す
る
と
い
う
「
学
校
系
統
に
基
づ
く
国
民
の

振
り
分
け
」
が
実
現
さ
れ
て
お
り
、
入
学
時
で
は
国
民
と
国
家
の
双
方
が

満
足
で
き
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
三
に
「
就
職
＝
ど
こ
へ
行
っ
た
か
」
で
あ
る
。

　

初
職
時
は
、
宮
城
県
出
身
者
の
県
内
就
職
者
が
一
四
年
間
通
算
で

二
〇
％
弱
に
過
ぎ
ず
、
七
〇
％
の
卒
業
生
は
、
東
京
、
大
阪
等
の
大
都
市
・

工
業
地
帯
、
朝
鮮
、
満
洲
等
の
外
地
に
就
職
し
て
い
て
、「
人
材
を
国
家

の
中
の
諸
般
の
職
業
世
界
に
配
置
」
す
る
政
策
意
図
は
実
現
さ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。そ
の
職
種
は
、官
公
吏
と
民
間
企
業
を
合
わ
せ
た
サ
ラ
リ
ー
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マ
ン
が
七
〇
％
と
高
い
割
合
を
維
持
し
て
い
て
、
高
等
教
育
を
受
け
た
官

立
高
工
生
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
志
向
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
の
状
況
は
一
変
す
る
。
在
職
三
年
目
で
半
数
近
く
が
転

職
し
、
そ
の
多
く
は
宮
城
県
を
は
じ
め
福
島
県
、
北
海
道
等
の
出
身
道
府

県
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
い
る
。
就
職
三
年
目
と
は
、
多
少
浪
人
し
て
い
た
と

し
て
も
ま
だ
二
〇
歳
台
半
ば
で
あ
る
。
有
馬
学
は
、
昭
和
初
期
に
は
モ
ダ

ン
東
京
が
貧
し
い
日
本
を
背
負
い
な
が
ら
も
成
立
し
て
い
て
、
大
東
京
や

大
大
阪
と
い
っ
た
呼
び
方
が
な
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。
ま
だ
若

い
年
齢
で
モ
ダ
ン
な
都
会
を
離
れ
、
貧
し
く
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
明
ら

か
に
非
モ
ダ
ン
の
地
元
に
戻
り
、
収
入
も
か
な
り
減
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｕ
タ
ー
ン
後
は
県
・
市
の
吏
員
、
電
気
・
ガ
ス
等
の
公
的
企
業
が
就
職
受

け
皿
に
な
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
Ｕ
タ
ー
ン
で
農
業
に
従
事
し
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
産
業
近
代
化
を
進
め
る
国
家
の
期
待
に
背
を
向
け
、
収

入
が
減
少
し
、
モ
ダ
ン
か
ら
非
モ
ダ
ン
の
地
へ
の
移
動
で
あ
っ
て
も
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
い
る
。
一
方
で
は
出
身
地
で
は
な
い
外
地
に
か
な
り
の
転
職

が
あ
り
、
初
職
時
に
多
く
の
就
職
者
を
迎
え
た
大
都
市
工
業
地
帯
で
あ
る

東
京
、
大
阪
は
転
職
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

　

全
体
を
ま
と
め
る
と
、
仙
台
高
工
は
産
業
近
代
化
過
程
に
お
け
る
セ
カ

ン
ド
エ
リ
ー
ト
技
術
者
の
養
成
学
校
と
し
て
、国
民
の
側
か
ら
見
て
入
学
、

就
職
、
転
職
の
各
段
階
で
ほ
ぼ
満
足
で
き
る
結
果
を
示
し
て
い
る
。
一
方

で
国
家
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
入
学
と
初
職
段
階
で
は
成
功
を
見
せ
る
が
、

そ
の
後
の
転
職
段
階
で
は
外
地
の
一
部
を
除
い
て
量
的
に
大
き
い
内
地
の

大
都
市
工
業
地
帯
で
初
職
時
の
就
職
者
数
が
減
少
し
、
失
敗
と
い
え
る
結

果
を
生
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
成
功
と
失
敗
の
双
方
を
生
ん
だ
大
き
な
要

因
に
「
学
校
」
の
存
在
が
あ
る
。
初
職
時
は
、
学
校
を
媒
介
と
す
る
こ
と

で
国
家
が
直
接
乗
り
出
す
こ
と
な
く
国
民
を「
諸
般
の
職
業
世
界
に
配
置
」

す
る
政
策
意
図
を
実
現
で
き
て
い
た
が
、
学
校
の
媒
介
が
な
く
な
っ
た
転

職
時
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
ず
崩
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民

が
個
人
の
価
値
判
断
に
基
づ
い
て
転
職
し
、
国
家
も
そ
れ
を
許
容
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
肯
定
的
に
評
価
で
き
る
が
、
一
九
三
〇
年

代
後
半
か
ら
は
国
家
政
策
が
急
速
に
修
正
さ
れ
て
く
る
。

　

国
家
総
動
員
体
制
下
で
技
術
者
配
置
が
重
要
性
を
増
す
な
か
で
、
実
業

系
生
徒
の
進
学
制
限
（
実
業
学
校
卒
業
者
上
級
学
校
進
学
ニ
関
ス
ル
件
）、

理
工
系
学
校
卒
業
者
の
就
職
指
定
（
学
校
卒
業
者
使
用
制
限
令
）、
現
職

者
の
労
務
調
整
（
国
民
徴
用
令
、
従
業
員
移
動
禁
止
令
、
青
少
年
雇
入
制

限
令
等
）
な
ど
一
連
の
直
接
的
統
制
政
策
が
導
入
さ
れ
て
い
て
、
学
校
を

媒
介
と
し
た
間
接
的
手
法
に
よ
る
国
民
の
配
置
政
策
の
成
功
と
失
敗
は
、

こ
う
し
た
政
策
転
換
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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